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上半期の「決算概要」について説明します。
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1.上半期実績（前年同期比較）

売上高は73億円減の2,227億円、営業利益は44億円減の539億円、経常利益は26億円減の

549億円、純利益は3億円増の363億円となりました。

東京ディズニーリゾート30周年の翌年であることから、営業減益となりました。
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テーマパーク事業①

売上高は、52億円減の1,844億円となりました。

入園者数は、東京ディズニーリゾート30周年の翌年により減少したものの、上半期として

は、前年同期に次いで過去2番目に多い1,510万人でした。

スライド右下の「地域別入園者比率」のグラフをご覧ください。

当上半期を前年同期と比較すると、宿泊圏の比率が減少する一方で、首都圏と海外の比率

が増加しました。実数においても、東京ディズニーリゾート30周年の翌年であったもの

の、首都圏で11万人増加しました。

また ゲスト1人当たり売上高は 東京ディズニーリゾート30周年関連商品の販売終了などまた、ゲスト1人当たり売上高は、東京ディズニーリゾート30周年関連商品の販売終了など

により商品販売収入が減少し、10,769円となりました。
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テーマパーク事業②

営業利益は、29億円減の461億円となりました。

これは、売上高の減少が主な要因です。

なお、コストの増減要因について補足します。資料上、コストにおける△表示は、営業利

益に対するマイナスの影響を示しています。

固定経費・諸経費は、7億円増加しました。主な要因は、「レジェンド・オブ・ミシカ」の

終了に伴う除却費の増加で10億円です。減価償却費は、10億円減少しました。また、人件

費は前年同期並みでした。

5



ホテル事業

東京ディズニーリゾート30周年の翌年により、客室稼働率が減少したことなどから、

売上高は19億円減の297億円、営業利益は16億円減の68億円となりました。

ページ中段には、ディズニーホテルの客室稼働率一覧を掲載しています。

その他の事業

売上高および営業利益が、ほぼ前年同期並みとなりました。
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営業外費用

営業外費用は19億円減の4億円となりました。これは、前期に実施したデット・アサンプ

ションの影響により、社債償還損および支払利息が減少したものです。

純利益

純利益は、営業利益の減少幅が小さい中、法人税等が減少したことにより、3億円増の363
億円と 過去最高になりました億円と、過去最高になりました。
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2.上半期実績（期初予想比較）

売上高は、期初予想に対して、11.0%、220億円増と増収となりました。この結果、営業利

益も46.3%、170億円増と大幅な増益となっております。

セグメント別営業利益をご覧になってわかるとおり、テーマパーク事業が営業増益の主要

因となっています。それでは、テーマパーク事業について説明いたします。
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テーマパーク事業

営業利益は、161億円増の461億円となりました。

これは、売上高の増加が主な要因ですが、コストも減少しました。

入園者数は、東京ディズニーランドの「ワンス・アポン・ア・タイム」や「ジャングルク

ルーズ」のリニューアルなどの新規コンテンツや、両パークのスペシャルイベントの好調

により 増加しましたにより、増加しました。

ゲスト１人当たり売上高は、新キャラクターとして投入した「ジェラトーニ」の好調など

により、増加しました。

コストについて、説明します。

商品原価率および飲食原価率は 商品カテゴリー構成比の変化などにより 合わせて約15商品原価率および飲食原価率は、商品カテゴリ 構成比の変化などにより、合わせて約15
億円のプラスの影響となりました。人件費は、業績賞与や準社員労働時間の増加により、

約20億円のマイナスの影響となりました。固定経費・諸経費は、下半期への費用の時期ず

れが約15億円あったことなどにより、約20億円のプラスの影響がありました。
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3.上半期実績（業績推移）

左側の「連結売上高・営業利益率の推移」のグラフにあるように、当上半期の売上高は

2,227億円、営業利益率は24.2%と、いずれも上半期として前年同期に次いで過去2番目と

なりました。

次に、右側の「四半期別連結営業利益の推移」のグラフをご覧ください。

当期は 第1四半期 第2四半期ともに前年同期に次いで過去2番目となり 上半期の営業利当期は、第1四半期、第2四半期ともに前年同期に次いで過去2番目となり、上半期の営業利

益は539億円となりました。
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続きまして、通期予想を上方修正しておりますので、修正予想について説明いたします。

11



1.通期修正予想（期初予想）

売上高は358億円増の4,534億円、営業利益は185億円増の1,017億円、経常利益は188億円

増の1,029億円、当期純利益は118億円増の673億円となる予想です。

なお、表の下段にありますとおり、テーマパーク入園者数は、240万人増の3,040万人、ゲ

スト1人当たり売上高は、310円増の10,930円、設備投資額は、26億円減の402億円、減価

償却費は 4億円減の350億円となる見込みです償却費は、4億円減の350億円となる見込みです。

次に、期初予想から見直した点について、下半期の損益計算書を用いて説明します。
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2.下半期修正予想（期初予想比較）

売上高は137億円の増加、営業利益は14億円の増加となる見込みです。

営業利益をセグメント別にみると、テーマパーク事業が16億円の増益、ホテル事業が3億円

の減益、その他の事業は1億円の増益となっております。

テーマパーク事業

上半期の好調な状況を踏まえ、入園者数およびゲスト1人当たり売上高を見直す一方、

コストについても増加する見込みです。

コストについて、説明します。

商品原価率および飲食原価率は、合わせて約10億円のプラスの影響を見込んでいます。人

件費は 業績賞与や準社員労働時間の増により 約20億円のマイナスの影響を見込んでい件費は、業績賞与や準社員労働時間の増により、約20億円のマイナスの影響を見込んでい

ます。

固定経費・諸経費は、約55億円のマイナスを見込んでおり、内訳は、次の通りです。大型

投資案件に向けた費用が、約15億円、上半期からの費用の時期ずれが、約15億円です。そ

のほか、施設更新関連費や販促活動費などが増加する見込みです。

このようにコストは増加するものの、売上高の増加により増益となる見込みです。
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3.通期修正予想（業績推移）

左側の「連結売上高・営業利益率の推移」のグラフにあるとおり、2015年3月期の営業利

益率は22.4%となる見込みです。

次に、右側の「連結営業利益・当期純利益の推移」のグラフをご覧ください。

当期の営業利益は1,017億円、当期純利益は673億円となり、前期を下回るものの高い水準

となる見込みですとなる見込みです。
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本年4月に発表した「2016中期経営計画」の進捗について説明します。
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「2016中期経営計画」では、10年後に当社グループが目指す状態である「2023ありたい

姿 地 有 値 げ姿」の中で、「舞浜の土地の有効活用によるテーマパーク価値の最大化」を掲げました。

当社では、その実現に向けて、引き続き、キャストのホスピタリティ向上を図るととも

に、すでにお知らせしている通り、テーマパーク事業において、今後10年間の合計で、

5,000億円レベルの投資を実行します。その内訳をご説明いたします。

資料中段の表「投資の方向性」をご覧ください。

まず、ゲストをお迎えするオンステージに、4,000億円レベルの投資を実行します。

ここには、新規プロダクトへの投資や快適な環境づくりに向けた整備など、「価値向上に

向けた投資」に 2,500億円レベルのほか、「更新改良のための投資」に 1,500億円レベ

ルを見込んでおります。また、テーマパークの運営基盤であるバックステージに、1,000億を見込 ります。また、テ ク 運営基盤 ある ック テ 、 , 億

円レベルの投資を実行します。
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オンステージ投資のうち、東京ディズニーランド、東京ディズニーシーへの投資につい

的 ごて、具体的にご説明いたします。

両パークへの投資にあたっては、「テーマパーク価値向上への大きなインパクト」と

「キャパシティの向上」を目指した大規模開発を構想しております。

東京デ ズニ ランドでは 「フ ンタジ ランドの再開発」に取り組みます東京ディズニーランドでは、「ファンタジーランドの再開発」に取り組みます。

既存のファンタジーランドの刷新に加え、拡張するエリアへの複数の大型アトラクション

やレストラン、ショップ等の導入を検討しております。

東京ディズニーシーでは、ロストリバーデルタの南側の拡張用エリアを活用し、8つ目の

「新テーマポートの開発」を検討しております この「新テーマポート」は 複数の大型「新テ マポ トの開発」を検討しております。この「新テ マポ ト」は、複数の大型

アトラクションやレストラン、ショップ等で構成されます。

いずれも、「2016中期経営計画」期間以降の導入を目指しており、開発計画の詳細につき

ましては、決定次第発表いたします。
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こちらは、東京ディズニーランドにおける「ファンタジーランドの再開発」のイメージで

す。

ファンタジーランド再開発にかかる投資額は、東京ディズニーランド、東京ディズニー

シーにおける追加投資としては過去最大となる予定です。
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左の写真は、東京ディズニーランドにおける「ファンタジーランドの再開発」エリアを示

したものです。

エリア刷新の対象となるのが、「現在のファンタジーランド全域」です。また、エリア拡

張の対象として、「トゥモローランドとバックステージの一部」を想定しております。こ

れにより、ファンタジーランドの敷地面積は、約2倍に拡張されます。

右の写真は、東京ディズニーシーにおける「新テーマポートの開発」エリアを示したもの

です。ロストリバーデルタの南側に隣接する拡張用エリアにあたります。敷地面積は、ア

ラビアンコーストとほぼ同規模です。
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ご説明した2つの大規模投資以外にも、アトラクションやエンターテイメントの新規導入や

ど 施 鑑賞 整リニューアルなどを実施するほか、「ショー鑑賞エリアの再整備」、「レストランの更な

る充実」、「サービス施設の快適化」、「IT環境の再整備」など、ゲストの皆さまが快適

に楽しめる環境づくりを積極的に行ってまいります。

また、テーマパークの運営基盤であるバックステージにおいても、入園者数レベルとゲス

トサービスの最大化に対応するため、サポート施設の拡充や、施設の移設による、テーマトサ ビスの最大化に対応するため、サポ ト施設の拡充や、施設の移設による、テ マ

パークを含む事業用地の創出を進めてまいります。一例といたしまして、「ロジスティッ

クスセンターおよびセントラルキッチン」を近隣所有地へ移設し、設備を拡充することを

検討しております。

次のページでは、「ショー鑑賞エリアの再整備」と「レストランの更なる充実」の

事例を、イメージでご紹介いたします。
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左側は、すでにお知らせしている、東京ディズニーシーのメディテレーニアンハーバーに

鑑賞 整 ジおけるショー鑑賞エリアの再整備のイメージです。

可動式の舞台などを導入することで、ショーの視認性を高め、鑑賞エリアを拡大いたしま

す。2015年3月1日からの使用開始を予定しております。

右側は、「レストランの更なる充実」の例として検討している「パレードが鑑賞できるレ

ストラン」のイメージですストラン」のイメージです。

東京ディズニーランドのパレードルート沿いに、食事をとりながら、ゆっくりとパレード

が鑑賞できるレストランの導入などを検討しています。
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参考までに、それぞれの位置関係を航空写真でお示ししました。

ここまで、「2023ありたい姿」で掲げた「舞浜の土地の有効活用によるテーマパーク価値

の最大化」に向けた進捗についてご説明いたしました。

続いて、「2016中期経営計画」の目標値および戦略の進捗について、ご説明いたします。
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中期経営計画では、2014年度からの3年間における目標値を、営業キャッシュ・フローの

創 億 定 ご 資 ど創出 2,800億円以上と設定しています。これは、ご説明いたしました大規模投資などに備

えた目標値となります。

2014年度の営業キャッシュ・フローは909億円としておりましたが、1,023億円に上方修正

し、見込みを上回って順調に推移しております。

続いて、コア事業の長期持続的な成長に向けた戦略の進捗について、ご説明します。

23



1. コア事業の長期持続的な成長

(1)テーマパーク価値の向上

当社では、コア事業の長期持続的な成長のため、先ほどご説明した大型投資案件に加えて、

これまで同様、継続的に新規プロダクトを導入し、テーマパーク価値を向上させてまいりま

す。

すでにお伝えしている通り 2015年度には 東京ディズニーシーで 映画「リトル・マーメすでにお伝えしている通り、2015年度には、東京ディズニーシーで、映画「リトル・マーメ

イド」の世界を舞台にした新しいミュージカルショー「キング・トリトンのコンサート」の

スタートを予定しています。東京ディズニーランドでは、「東京ディズニーランド・エレク

トリカルパレード・ドリームライツ」のリニューアルや新アトラクション「スティッチ・エ

ンカウンター」のオープンを予定しております。
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(2)平準化による入園者数の向上

左側の「四半期別テーマパーク事業売上高」のグラフをご覧ください。

第1四半期や第4四半期は、近年、売上高を向上させてきたものの、更に伸ばす余地がある

と考えています。

右側の表をご覧ください。

第1四半期には、東京ディズニーランドで春のイベントとして定着してきた、「ディズニー

イースター」を、2015年度から東京ディズニーシーを加えた２つのパークで展開します。

第4四半期には、2014年度から、新たに、ディズニー映画『アナと雪の女王』をテーマと

したスペシャルイベント「アナとエルサのフローズンファンタジー」を開催いたします。

引き続き スペシャルイベント等の展開とマーケティング活動の組み合わせにより 入園引き続き、スペシャルイベント等の展開とマーケティング活動の組み合わせにより、入園

者数の向上を目指してまいります。
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(3)体験価値に応じた価格戦略

これまで、ダッフィーのブランド育成による商品単価の向上や、テーマパーク価値の向上

に伴うチケット価格改定等を実施してまいりました。

2014年度においては、右側の表に記載するような取組みを行いました。

商品単価の向上のため、「ダッフィー」関連商品として、新キャラクター「ジェラトー

ニ」を投入しました 新キ ラクタ の投入は 前回の「シ リ メイ」から4年ぶりとなニ」を投入しました。新キャラクターの投入は、前回の「シェリーメイ」から4年ぶりとな

ります。

チケット価格改定については、この9月より平日夜間にご利用いただけるアフター６パス

ポートを値上げしました。引き続き、テーマパーク価値に見合ったチケット価格設定を検

討してまいります。

今後も、新たな価値創造や戦略的な価格設定による、中長期的な単価の向上を目指してま

いります。
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2.財務方針

2014年度の配当につきましては、「外部環境も勘案しつつ、安定的な配当を目指す」とい

う方針のもと、当期は、期初予想に対して20円増配となる140円に上方修正しました。

ROEについては、2014年度は、期初予想を上回り、12.9%を見込んでおります。

今後も、当社は株主還元を着実に実施するとともに、営業キャッシュ・フローの成長によ

る企業価値向上を目指してまいります。
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